
 

 

 

 

 

出張消費生活相談＆啓発パネル展を開催します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭市消費生活センター  旭市ニの５１２７ (旭市青年の家１階)   電話 ０４７９-６３-７２７２ 

第 15 号 
平成 28 年 1 月 

消費生活センターでは毎月第２土曜日に消費生活相談員が市内の施設等に出向いて

相談を受けています。２月は相談とあわせて消費者啓発パネルの展示などをショッピン

グセンターサンモールで行います。ぜひお気軽にお越しください。 

 

暮らしに役立つ情報のパネル展示や資料の配布を行います 

◆１階タワーコート 

生活知識を問題にしたゲームです 

契約トラブルやくらしの心配ごと

に消費生活相談員がアドバイスし

ます。予約はいりません。 

◆２階特設ブース 

（昨年度） 

日時 平成 28 年 2 月 13 日(土) 午前 10 時～午後 4 時 

場所 ショッピングセンターサンモール内 

司法書士･臨床心理士･精神保健福祉士による

「こころ」と「いのち」と 

「おかね」の相談会 
2月 21日(日) 午前 10時～午後 4時 

会場:第二市民会館  予約不要 

3 月の出張消費生活相談 

３月 1２日(土) 午前９時～午後４時   

いいおかユートピアセンター 

予約不要 

☞裏面の[こんな相談がありました～火災保険での住宅修理トラブル～]をご覧ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「火災保険で屋根を直せる」と知らない業者から電話が来た。台風の

後から雨漏りをしていることを話すと現地調査をすることになり、後日

業者が調査に来て、見積もりが 60 万円と出た。業者に「うちでやるな

ら火災保険の範囲内で直す。これを断る人はいない。断った場合は保険

料の 30％をもらう。」と言われた。 

保険の範囲内で直せるなら修理を依頼しようと思うがこの業者は信

頼できるか知りたい。 

こんな相談がありました  No.15 

「火災保険が使える」と誘う住宅修理契約トラブル 

◆老朽化による損害を台風のせいにしたりするなど、うその理由

による保険金請求は保険金詐欺に該当するおそれがあります。 

◆「保険金を使えば無料で修理できる」と、自己負担がないこと

を強調していても、その損害が保険金の支払対象外であった場

合には保険金は支払われませんので注意しましょう。 

Ｑ 

   

消費生活センターは事業者の信頼性について判断することはできませんが、

突然の勧誘を受けた場合の注意点や契約の前に確認することなどを伝えまし

た。 

自然災害で住宅が損害を受けていても、電話をかけてきた業者の話を鵜呑み

にすることは危険です。加入している火災保険の損害保険会社か代理店に保険

金の支払いの対象となるか、申請はどのようにするか等を、業者と契約する前

にご自身で確認しましょう。 

また、修理を依頼する際は複数の業者から見積もりを取ることをお勧めしま

す。修理の着工前に代金を全額前払いすることは避けましょう。 

断りきれず契約してしまった場合、訪問販売や電話勧誘販売での契約であれ

ば書類を受け取った日から８日間はクーリング・オフができます。 

Ａ 

消費生活相談･多重債務相談 

《相談無料秘密厳守》 

旭市消費生活センター 

旭市ニの５１２７（青年の家 1 階） 

月曜日～金曜日（平日） 

午前９時～午後４時 

電話：62-8019・63-7272  

相談方法：電話または来所による面談 


